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エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格

等
の
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
を

受
け
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り

７
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
給
付
金
は
差
押
禁

止
等
お
よ
び
非
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で

本
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
世
帯

全
員
の
令
和
５
年
度
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
の

世
帯
主

※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
の
扶
養
親
族
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
、
ま
た
は
既
に
他
市

町
村
か
ら
本
給
付
金
と
同
様
の

支
給
（
７
万
円
）
を
受
け
て
い

る
世
帯
を
除
く
（
前
回
実
施
し

た
３
万
円
の
給
付
金
と
は
一
部

支
給
要
件
が
異
な
り
ま
す
）。

❶
申
請
が
不
要
な
世
帯

　

令
和
５
年
７
月
〜
11
月
に
実

施
し
た
「
低
所
得
世
帯
物
価
高

騰
対
策
支
援
給
付
金
（
３
万
円

給
付
金
）」
が
世
帯
主
名
義
口

座
に
振
り
込
ま
れ
た
世
帯
に

は
、
同
じ
口
座
に
７
万
円
を
２

月
16
日
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
支
給
要
件
に
該
当
し

な
い
場
合
や
、
振
込
先
を
変
更

し
た
い
場
合
、
給
付
を
辞
退
す

る
場
合
は
、
必
ず
２
月
７
日
ま

で
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

❷
申
請
が
必
要
な
世
帯

❶
以
外
の
世
帯
に
つ
い
て
は

１
月
26
日
か
ら
順
次
、
確
認
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
確
認
書

と
添
付
書
類
を
同
封
の
返
信
用

の
封
筒
に
入
れ
て
５
月
31
日

（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
認
書
に
記
載
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
電
子

申
請
を
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。不
備
等
が
な
け
れ
ば
、受
付

後
約
１
カ
月
で
原
則
、
世
帯
主

の
口
座
に
振
り
込
む
予
定
で
す
。

■
次
の
場
合
は

　
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
生
活
支
援
課
で
実
施
し
て
い

る
給
付
金
に
つ
い
て
、
個
別
に

送
付
先
を
変
更
し
た
い
場
合

▼
令
和
５
年
度
は
配
偶
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
５
年

12
月
１
日
ま
で
に
離
婚
し
た
場

合▼
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
等
を

理
由
に
避
難
し
て
い
る
人
で
、

八
幡
市
に
住
民
票
を
移
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
場
合

　

物
価
高
騰
に
対
す
る
住
民
生

活
お
よ
び
経
済
活
動
の
支
援
の

た
め
、
普
通
用
給
水
契
約
者
の

上
下
水
道
料
金
を
減
免
し
ま

す
（
申
請
不
要
）。

■
減
免
額

▼
水
道
料
金
２
千
３
百
円

▼
下
水
道
使
用
料
１
千
４
百

円※
い
ず
れ
も
、
１
期
分
（
２
カ

月
使
用
分
）
で
税
抜
価
格
。

■
減
免
対
象
期
間

　

偶
数
月
検
針
の
地
区
＝
２
月

検
針
分
（
令
和
５
年
12
月
〜
令

和
６
年
１
月
使
用
分
）

　

奇
数
月
検
針
の
地
区
＝
３
月

検
針
分
（
令
和
６
年
１
月
〜
２

月
使
用
分
）

※
集
合
住
宅
な
ど
に
お
住
ま
い

の
人
で
管
理
会
社
な
ど
へ
上
下

　

物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
増
に

直
面
す
る
市
内
農
業
者
へ
の
影

響
緩
和
と
地
域
農
業
の
維
持
を

図
る
た
め
、
経
営
規
模
に
応
じ

た
給
付
金
の
交
付
と
と
も
に
、

共
同
用
水
ポ
ン
プ
の
電
気
料
金

の
負
担
軽
減
を
行
い
ま
す
。

　

申
請
期
間
は
２
月
中
旬
〜
６

月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

農
業
振
興
課
へ
。

■
農
業
経
営

　
緊
急
支
援
給
付
金

❶
販
売
農
家
給
付
金

　

年
間
農
産
物
販
売
金
額
が
50

万
円
以
上
ま
た
は
経
営
耕
地
面

積
が
30
ア
ー
ル
以
上
の
市
内
農

家
に
定
額
の
給
付
金
を
交
付
し

ま
す
。

▼
給
付
額　
１
戸
あ
た
り
１
万

円
（
定
額
）

❷
地
域
農
業
担
い
手
認
定
者
加

算
給
付
金

　

担
い
手
認
定
を
受
け
て
い
る

農
家
に
、
利
用
集
積
面
積
に

応
じ
た
給
付
金
を
交
付
し
ま

す
。

▼
給
付
額　
１
戸
・
１
ア
ー
ル

あ
た
り
３
百
円
（
上
限
５
万
円

ま
で
）

■
農
業
用
水

　
共
同
ポ
ン
プ
電
気
代

　
緊
急
支
援
給
付
金

　

３
戸
以
上
で
利
用
さ
れ
る
共

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣

　

元
日
の
夜
か
ら
、
京
都
府
内

の
消
防
本
部
で
結
成
す
る
「
緊

急
消
防
援
助
隊
京
都
府
大
隊
」

の
隊
員
と
し
て
消
防
職
員
を
派

遣
。
石
川
県
珠す

洲ず

市
で
人
命
救

助
お
よ
び
後
方
支
援
活
動
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
13
日
か
ら
は
、
京
都

府
内
の
自
治
体
と
連
携
し
、
石

川
県
七な

な

尾お

市
の
避
難
所
の
運
営

を
支
援
す
る
た
め
、
市
職
員
を

派
遣
。
支
援
物
資
の
受
け
入
れ

や
配
布
、
地
域
の
被
害
状
況
の

確
認
、
被
災
家
屋
の
復
旧
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

低
所
得
世
帯
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金（
７
万
円
追
加
給
付
金
）

問
低
所
得
世
帯
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金
担
当
（
☎
９
８
１
・
５
５
０
５
）

上
下
水
道
料
金
を
減
免
し
ま
す

問
経
営
課
（
☎
９
８
３
・
５
２
１
６
）

農
業
者
物
価
高
騰
対
策
緊
急
支
援
事
業

問
農
業
振
興
課
（
☎
９
８
３
・
２
７
０
３
）

水
道
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
人

は
、
管
理
会
社
な
ど
へ
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
用
・
浴
場
用
料
金
で
の

使
用
は
減
免
対
象
外
で
す
。

同
ポ
ン
プ
の
令
和
３
年
と
令
和

５
年
の
電
気
代
と
の
差
額
の
一

部
を
給
付
し
ま
す
。

▼
給
付
単
価　
（
令
和
５
年
電

気
代

－

令
和
３
年
電
気
代
）

×
１
／
２

※
各
年
の
電
気
代
は
、
当
該
年

の
４
月
〜
12
月
の
合
計
金
額
と

し
ま
す
。 　令和５年６月２日以降に本市に転入

した世帯で、転入前市町村の基準日が
本市と異なるため、転入前市町村で３
万円の受給資格がなかった令和５年度
住民税均等割非課税世帯について、本
市の３万円給付金の要件に該当する場
合、本市の支給対象となる可能性があ

ります。
　その場合は申請が必要となりますの
で、コールセンターまでお問い合わせ
ください。申請期限は３月15日（金）
（当日消印有効）です。
※申請忘れなどによるものは対象外で
す。

　

令
和
５
年
12
月
６
日
に
開
会
し
た
令
和
５
年
八
幡
市
議
会
第
４
回
定
例
会
は
、
最
終
日

に
市
が
提
出
し
た
議
案
等
を
す
べ
て
可
決
・
承
認
し
、
12
月
25
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
可
決
さ
れ
た
補
正
予
算
案
の
う
ち
、
次
の
３
つ
の
物
価
高
騰
対
策
に
関
す
る

支
援
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
５
年
八
幡
市
議
会
第
４
回
定
例
会

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

低所得世帯物価高騰対策支援給付金（３万円給付金）の特例について

石
川
県
珠
洲
市
へ
の
出
発
前
に
川

田
市
長
か
ら
激
励
を
受
け
る
消
防

職
員
（
写
真
上
）
と
、
石
川
県
七

尾
市
に
派
遣
さ
れ
た
京
都
府
と
府

内
自
治
体
職
員
（
同
下
）

義
援
金
の
受
け
付
け

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

は
、
被
災
地
の
生
活
支
援
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

※
救
援
物
資
の
取
り
扱
い
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

■
募
金
箱
に
入
金
す
る
場
合

　

市
役
所
２
階
と
３
階
、
市
内

公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
八
幡
市
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
計
14
施
設
に
募
金
箱
を

12
月
27
日
（
金
）
ま
で
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

募
金
箱
の
設
置
施
設
一
覧

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
（
上
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
）。

※
受
領
証
等
を
必
要
と
す
る
人

は
、
市
役
所
３
階
福
祉
総
務
課

と
２
階
障
が
い
福
祉
課
で
発
行

し
て
い
ま
す
。
必
要
な
人
は
、

募
金
箱
に
入
金
す
る
前
に
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

■
日
本
赤
十
字
社
へ

　
直
接
振
り
込
む
場
合

　

直
接
振
り
込
む

場
合
は
、
同
社
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
総
務
課
（
☎
９
８
３
・
１
３
３
４
）、

　

八
幡
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
９
８
３
・
４
４
５
０
）

問
消
防
職
員
の
派
遣
＝
消
防
本
部
（
☎
９
８
１
・
４
１
１
９
）、

　

市
職
員
の
派
遣
＝
危
機
管
理
課
（
☎
９
８
３
・
３
２
０
０
）

令和６年能登半島地震の本市の対応
　元日に最大震度７を観測した令和６年能登
半島地震。今でも、被災地の多くの人が厳冬
の中で避難所生活を余儀なくされています。
　また、被災地各地で道路や水道に甚大な被
害が及び、復旧作業が難航。さらに、避難所
を運営する地元自治体職員も疲弊し、支援が

十分に行き届いていない地域もあります。
　市では、被災地支援のため、職員の派遣や
義援金の受け付けを行っています。引き続き、
国や京都府等と連携し、できる限りの支援を
行ってまいります。
 ※16面に関連記事あり。


